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	①収用委員会事務局における自律改革
	②収用委員会事務局ＰＴ一覧裏面
	③収用委員会事務局における自律改革①
	土地収用法（昭和26年）に基づき各都道府県に設置される行政委員会。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まちづくりに伴う用地取得等が難航した場合に、公共の利益と私有財産との調整を図りつつ、紛争を早期に解決することを目的として、公正・中立な立場から補償金額等に関する裁決等を行うことを職責としている。


